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概要：湘北短期大学では、「社会に本当に役立つ人材」を２年間で育成するために、早期から勉学の

動機付けを行う入学事前授業を行ってきた。入学前の段階から、日本語の読み・書き・話す力、な

らびに基本的なパソコンスキルなど社会で求められる力を理解させるため、体験重視の入学前単位

科目を開講してきた。2011 年度 4 月入学生に対しては、社会人にとって必要とされる基礎学力を向

上させることをめざして E-learning を課した。入学前教育の効果について言及するとともに、イン

ターンシップ先企業の協力を得て、教育内容の振り返りも行っている。2012 年度には入学事前授業

専用のテキストを完成させ、入学予定者ほぼ全数を対象として本科目を確立することをめざしてい

る。 
 
1 はじめに

社会・企業で即戦力となる人材の育成に向け

て大学・短期大学ではキャリア教育・職業教育が

本格的に導入され、各大学は就業力の向上に向け

た教育の充実に取り組んでいる[1]が、入学者の

基礎能力低下の問題もあり、ジェネリックスキル

（社会人基礎力）の育成が重要な課題となってい

る。 
湘北短期大学では、「社会に本当に役立つ人材」

を２年間で育成するために、早期から勉学の動機

付けを行う入学事前授業を行ってきた[2]。2008
年度入学生対象に試験的に開講した接続講座「コ

ミュニケーションリテラシー」（30 名受講）は、

翌年から入学後の単位認定科目となり、110 名が

受講、2010 年には高大連携校からの入学予定者対

象に 176 名が単位取得者になった。2011 年度は全

入学予定者の約 80%となる 446名の申込みがあり、

2 月~3 月にかけて開講する予定であったが、東日

本大震災の影響で3月14日から開始を予定してい

た後半 2 クラスが開講不能となった。このため、2
月開講の前半 2 クラス受講生 197 名のみ単位認定

対象者となった。 
2010 年より受講生に対し社会人基礎力のアセ

スメントを実施しており、本報告ではその結果や、

企業との連携から得られた評価を踏まえて 2012
年度入学生に対し実施する「コミュニケーション

リテラシー」の内容を紹介する。 

2 入学前教育科目「コミュニケーション

リテラシー」の概要

2.1 「コミュニケーションリテラシー」の内容

入学事前授業を実施する科目である「コミュニ

ケーションリテラシー」では、大学と高校の違い

を理解させ、社会で必要とされるコミュニケーシ

ョン力を発展させることを目標としている。ここ

で、大学や社会で必要とされる「コミュニケーシ

ョン能力」とは、高校で学んだ知識をベースとし

た「[読･書・話・パソコン]により、他人とともに

仕事をこなす力」、と定義し、「読み・書き・話す」

という日本語コミュニケーションや、「パソコン」

という情報通信社会におけるコミュニケーション

ツールの基本を確認したのち、グループで問題を

設定し、解決し、プレゼンテーションを行う構成

となっている[2]。 
なお、2011 年度は、「ノンバーバルコミュニケ

ーション」を 2 講新規導入しており、後述の Web
課題を試験的に課した。 
2.2 社会人キャリア力アセスメント

コミュニケーションリテラシーは、短大の 2年

間で獲得すべき社会人力を早期より生徒（学生）

に理解させ、その後の学業意欲を高めることをめ

ざしている。その目的が達成されたかどうかを測

定するために、受講前の 2～3 月に自己評価と客

観評価を行い、2 か月後に自己評価と客観評価を

再度行ってその推移を確認する。これら自己評価
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と客観評価を行うために、社会人キャリア力育成

アセスメント委員会主催の「社会人キャリア力育

成アセスメント」（日本インターンシップ推進協会

（JIPC）主管）を実施した。社会人基礎力問題 60
問、社会常識力問題 40 問、さらに自己評価 16 問

を加えた計 116 問からなっており、結果はチャー

ト化されて個人と大学に報告される。 
2.3 Web 課題

2011 年度の新たな試みとして、2 月の授業終了

後、4 月の新学期開始までの間に Web での課題を

課した。外部業者のサービスを利用し、内容は、

「ことば(42 問）」、「生活(44 問）」、「計算(42 問）」、

の 3 分野である。3 月 31 日までの Web 課題の総

アクセス数は 920 件、受講生 196 人のうち、115
人が課題に取り組んだ。 
3 コミュニケーションリテラシーの効果

コミュニケーションリテラシーの有効性は、①

受講生へのアンケート調査（受講直後、受講 1 年

経過後）、②社会人キャリア力育成アセスメントに

より実施している。 
3.1 受講生へのアンケート調査

受講生に対し、受講直後、ならびに受講 1 年後

に振り返って「コミュニケーションリテラシー」

に対する評価を聞いている。表 1 に 2010 年入学

生に 1 年前を振り返って、この授業が役に立った

かどうか、評価を聞いた結果を示す。 
アンケート結果から、受講生の 90％以上が「大

変役に立った」「役に立った」と答えており、受講

生に一定の評価が得られていることがわかる。保

育学科（P）では、昨年度は、専門分野からずれて

いるとの感想があったが、今年度は、社会人とし

て基本的な汎用能力を育成するための導入科目、

と位置付けした結果、「大変役に立った」「役に立

った」と答えた率が昨年度の 70％から著しく向上

した。 
表 1 1 年後の振り返りアンケートの結果（学科別） 

情
報

総
合

生
活

保
育

全体
(人)

全体
(%)

大変役に立った 8 8 6 7 29 21%
役に立った 18 22 33 23 96 69%
役に立たなかった 0 2 1 1 4 3%
なんとも言えない 3 3 1 2 9 6%
その他 0 1 0 0 1 1%
無回答 0 0 0 0 0 0%
合計 29 36 41 33 139 100%

 

3.2 社会人キャリア力育成アセスメント

2010 年度入学生に対し、受講前(2 月 8、9 日)
と受講後(4 月 17、24 日)にアセスメントを実施し、

自己評価と検定結果を比較した結果を得ている

[3]。伸長の認められた社会人基礎力は、「働きか

け力」、「課題発見力」、「計画力」、「発信力」、「傾

聴力」、「情況把握力」であり、課題の発見と解決

をテーマとしてグループ作業を取り入れているこ

と、とくにプレゼンテーショングループでは役割

分担とグループメンバーの貢献度評価が設けられ

ていることの効果であると考えられる。一方では、

2-3 か月間では身につけることが難しい力もある。

日本語力が一朝一夕に身につく力ではないことは

容易に理解できる。計算力も不十分であった。継

続的に反復学習が必要とされることが示唆された。 
3.3 Web 課題に対する受講生の反応

反復学習が必要な基礎学力を向上するために、

2 月末~4 月までの間に Web 課題を課した。登録

者 197 名のうち、85.3%がアクセスし、平均アク

セス回数は 10.8 回であった。受講生に対し、アン

ケート調査を行った結果の一部を表 2~表 4 に示す。

表 2 Web 課題に対する興味 

E C L P 全体

面白かった 4 9 5 7 25
やや面白かった 12 23 18 38 91
あまり面白くなかった 3 21 12 6 42
面白くなかった 2 0 1 2 5
無回答 1 12 13 1 27
合計 22 65 49 54 190

表 3 難易度 
E C L P 全体

易しかった 2 5 1 3 11
やや易しかった 5 13 7 6 31
やや難しかった 10 25 19 34 88
難しかった 4 11 9 10 34
無回答 1 11 13 1 26
合計 22 65 49 54 190

表 4 有用性

E C L P 全体

役に立つ 7 18 8 24 57
やや役に立つ 13 31 26 29 99
あまり役に立たない 1 4 1 0 6
役に立たない 0 1 1 0 2
無回答 1 11 13 1 26
合計 22 65 49 54 190
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 表 2～表 4 の結果から、Web 課題の内容に対し

て 6 割以上がおおむね興味が持てた、としており、

有用性に関しては 82％が役に立つ、としている。

その理由としては、入学後、さらに就職までを視

野に入れた内容となっているからと答えている。

難易度に関しては、「やや難しい」が 5 割弱、と想

定どおりになっているが、分量に関しては、23％
が「多すぎる」、47％が「やや多すぎる」としてお

り、今後の検討を要する。 

3.4 企業に対し実施したアンケート評価

2010 年 3 月 4、5 日に、合同企業面接会参加の

企業に対し、本学卒業生に対するアンケート調査

を実施した。回答数 95 社であった。 
一般的な評価項目となっている基礎能力に対す

る評価結果を図 1 に示す。平均より優れている、

とした項目順に並べてある。この結果から、コミ

ュニケーション能力や就労意識、PC 基礎能力に対

しては一定の評価が得られているのに対し、一般

常識、企画提案能力や交渉・説得能力に向上が求

められていることがわかる。また、図 2 は、態度

や行動に表れる社会人基礎力に対する評価である。

ここでも、傾聴力や規律性などの評価が高いのに

対し、「新しい価値の創出力(提案力)」や「他人を

巻き込む力(企画力・主体性・行動力)」の向上が求

められていることがわかる。 
4 まとめと今後の課題

湘北短期大学では、平成 21 年度文部科学省選

定 大学教育・学生支援推進事業【テーマ A】「現

代型社会人育成を俯瞰する入学前教育構築」事業

として、出口(就職）を視野に入れた入学事前授業

を実施する科目を構築中である。2010 年度結果を

踏まえ、2011 年度は e-ラーニングの導入を決定し

た。一方で、教育効果の評価を企業連携の中で行

っている。これら試みを踏まえ、2012 年度入学生

に対し、最適な科目を提供したいと考えているが、

学科ごとの専門性の反映や、入学後の後継科目の

連携が今後の課題である。 
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図 2 本学学生に対する社会人基礎力の評価
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④現状を分析し目的や課題を明らかにすることができる

②他人に働きかけ巻き込むことができる
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図 1 本学卒業生に対する企業の評価
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